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ＪＲ東日本グループ財務ハイライト

より詳細な財務情報につきましては、
当社ホームページ「年度別財務レポート」
をご覧ください。

■ セグメント別の状況■ 連結業績ハイライト

■ 2020年度 連結業績予想
　  （2020年4月1日～2021年3月31日）

2019年度
第2四半期

15,188

2,965

2,719

1,885

7,872

△ 2,952

△ 3,355

△ 2,643

△ 48.2%

2020年度
第2四半期 前年同期比

営業収益

営業利益

経常利益

親会社株主に帰属する
四半期純利益

（単位：億円）

（単位：億円）売上高

売上高

営業利益

経常利益

親会社株主に帰属する
当期純利益
1株当たり
当期純利益

2019年度実績

29,466

3,808

3,395

1,984

524.91

2019年度
第2四半期

10,821
2,878
1,859
1,130

5,300
1,662
1,292
998

2020年度
第2四半期

運輸事業

流通・サービス事業

不動産・ホテル事業

その他

2019年度
期末

85,370

31,734

87,810

28,733

＋2,439

△ 3,000

2020年度
第2四半期末

前期末からの
増減

総資産

純資産

（単位：億円）
営業利益

2019年度
第2四半期

2,241
189
440
93

△ 2,860
△ 137

8
35

2020年度
第2四半期

運輸事業

流通・サービス事業

不動産・ホテル事業

その他

2020年度予想

19,300

△ 5,000

△ 5,490

△ 4,180

△ 1,108.05

https://www.jreast.co.jp/investor/  

ウィズコロナ・ポストコロナ社会における「変革 2027」の実現

ポストコロナ社会の
不可逆的な構造変化　

将来に向けた取組みのレベルとスピードを上げて
グループ経営ビジョン「変革 2027」を実現

■私たちの強みであるリアルなネットワークとデジタルを掛け合わせ、新しい暮らしの提案
　や新領域への挑戦に取り組みます。
■“ヒト起点”の発想で鉄道を中心としたビジネスモデルを進化させ、コスト構造を改革し、
　地域社会とともにサスティナブルなJR東日本グループをめざします。

分散 生活中心 パーソナル

成長・イノベーション戦略の再構築

経営体質の抜本的強化
ESG経営の実践

新しい行動様式／デジタルトランスフォーメーション

集中 会社中心 マス

（単位：億円）

（億円）

（億円）

（億円）

（億円）

（円）




